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Ⅰ 調査の設計 
 

１．調査の目的 

この調査は、県民の皆様のお考えをお聞きし、出会いから結婚、子育てまでの切れ目のない

支援を推進していくうえでの基礎資料とさせていただくことを目的として行うものです。 

 

２．調査の事項 

(1) 「結婚」「妊娠・出産」「子育て」の環境について 

高知県が『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』になっている

と思うか／高知県が「働きながら子育てしやすい環境」になっていると思うか 

 

(2) 「結婚」「妊娠・出産」「子育て」への支援の取り組みについて 

『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』を実現するために特に

力を入れるべき施策／高知県の少子化対策や取り組みに対する情報発信の取り組みを知っ

ているか／高知県が少子化対策の取り組みとして行っている事業を知っているか／高知県

が少子化対策の取り組みとして行っている各事業に対する関心度 

 

(3) 子育てについて 

  理想的な子どもの人数／現実的に持ちたいと考えている子どもの人数／理想の数だけ子ど

もを持たない理由／男性が働きながら子育てする環境に必要だと思うこと／女性が働きな

がら子育てする環境に必要だと思うこと／子育てをするために利用したいと思う支援機関

やサービス／子育てについて感じている負担について／今後（将来）子育てをするうえで

の不安や悩みについて／子育ての不安や悩みについての相談先／自分または配偶者（パー

トナー）の親に頼みたい子育ての支援／将来（または現在）、孫の子育てに協力するか／

地域における子どもを守り育てる活動に参加したか 

   

(4) ワーク・ライフ・バランスついて 

あなたの職場は子育てに対して協力的か／あなた自身は職場の中で子育てに協力的か／あ

なた自身が利用してよかったと思う職場の制度や仕組みとは／働きながら子育てしやすい

職場環境づくりのために必要な制度、仕組みとは／働きながら子育てしやすい職場環境づ

くりのために必要な県の施策（支援）とは 

 

３．調査の対象 

高知県内全域の１８歳以上の県民２，０００人 

（各市町村の「選挙人名簿」より抽出） 

 

４．対象者の抽出方法 

層化二段無作為抽出法 
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５．調査の方法 

郵送法 

 

６．調査の期間 

平成３１年２月２３日（土）～３月８日（金）までの１４日間 

 

７．実査および集計 

株式会社 トミーコーポレーション 

 

８．調査票配布数と回収状況 

配 布 数  ２，０００票 

有効回収数    ９０３人（有効回収率 ４５．２％）  
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Ⅱ 調査結果の見方 
 

１．「Ｖ 調査結果〔解説・グラフ〕」は「Ⅵ 調査結果〔統計表〕」に基づき、要点のみを記

述してあるので、「Ⅵ 調査結果〔統計表〕」をあわせて参照すること。 

 

２．「Ⅵ 調査結果〔統計表〕」の「サンプル」は有効調査人数を示し、比率（％）算出の基礎

となっている。 

 

３．「Ⅵ 調査結果〔統計表〕」に記入してある数値は、回答人数又は各回答項目に対する回答

率であり、回答率は下記の式により求めている。 

回答人数 

回答率（％） ＝                       × １００ 

サンプル（有効調査人数） 

なお、回答率は、小数第２位を四捨五入し、表示している。 

 

４．質問への回答方法は「１つだけ○印」、「２つまで○印」、「３つまで○印」、「いずれか

に○印」、「当てはまるもの全てに○印」などの方法を採用している。したがって、複数回答

の質問は比率を合計すると100％以上になる。 

 

５．各質問に対する集計は、対象者の特性別（階層別）及び回答者別（質問間クロス）で分析し

た。 

F1  性 別 … 男性、女性、その他の３種類に分類 

F2  年 代 別 … 20歳代以下、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代以上の５階層

に分類 

F3  職 業 別 … 農林業、漁業、商工サービス業自営、事務職、技術職、労務

職、管理職、自由業、主婦・主夫、学生、無職、その他の12

種類に分類 

F4  詳 細 職 業 別 … 雇用者（正規の職員・従業員）、雇用者（労働者派遣事業所

の派遣社員）、雇用者（パート、アルバイト）、雇用者（契

約社員、嘱託）、会社・団体等の役員、自営業主、家族従業

者（自家営業の手伝い）、家庭内職者、無職（主婦、主夫、

学生を含む）、その他の10種類に分類 

F5  世 帯 別 … 単身世帯（一人住まい）、夫婦（事実婚を含む）のみの世帯、

親と子の世帯（二世代世帯）、三世代世帯（親、子、孫の世

帯）、その他の５種類に分類 

F6  結 婚 の 有 無 … 結婚している（事実婚を含む）、結婚したことはない、離別・

死別の３種類に分類 

F7  夫婦共働きの有無 … はい、いいえの別 

F8  お 子 さ ん の 数 別 … 子どもなし、１人、２人、３人、４人、５人以上の６種類に 

分類 

F9  末子の子どもの状況別 … 未就学児、小学生、中学生以上の３種類に分類 
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F10 広 域 市 町 村 圏 別 … 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、仁淀 

川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏の１市７ 

広域圏に分類 

 

※ 対象者の職業別、広域市町村圏別は次のとおりである。 

◆職業別 

農 林 業   （主婦の場合は家庭内の仕事と田畑、漁業に出る時間を比較して 

漁      業    多い方を選択） 

商工サービス業自営  （商店や工場などを自分でやっている人、家族従業者を含む） 

事 務 職 （勤め人や公務員で主に事務系の仕事の人、管理者以上を除く） 

技 術 職 （主に技術系の仕事の人、看護師、保育士など、管理者以上を除く） 

労 務 職 （現場従業員、工員、運転手、店員、日雇い、大工など） 

管 理 職 （勤め人・公務員で課長以上の場合、校長・教頭など） 

自 由 業 （医師、弁護士、画家、僧侶、大学教授など） 

主 婦・主 夫 （家庭内の仕事が一日で最も多い場合） 

学 生 （高校、短大、大学、その他の学校在学中） 

無 職 （年金などで生活しているか、自分の収入がなく、または働いていな 

 い場合） 

そ の 他 （上のいずれにも属さないもの） 

 

◆広域市町村圏別 

高 知 市  

安 芸 広 域 圏 室戸市、安芸市、東洋町、奈半利町、田野町、安田町、北川村 

 馬路村、芸西村 

南国・香美広域圏 南国市、香南市、香美市 

嶺 北 広 域 圏 本山町、大豊町、土佐町、大川村 

仁 淀 川 広 域 圏 土佐市、いの町、日高村 

高 吾 北 広 域 圏 佐川町、越知町、仁淀川町 

高 幡 広 域 圏 須崎市、中土佐町、梼原町、津野町、四万十町 

幡 多 広 域 圏 宿毛市、土佐清水市、四万十市、大月町、三原村、黒潮町 
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Ⅲ 調査対象者の特性 
 

※構成比は小数第２位を四捨五入しているため合計が 100％にならない場合もある。 

１．広域市町村圏別の配布・回収状況 

 

広域市町村圏 配布数（人） 
有効回収状況 

回答数（人） 回収率（％） 構成比（％） 

高知市 907 472 52.0 52.3 

安芸広域圏 139 65 46.8 7.2 

南国・香美広域圏 295 127 43.1 14.1 

嶺北広域圏 33 10 30.3 1.1 

仁淀川広域圏 156 59 37.8 6.5 

高吾北広域圏 69 16 23.2 1.8 

高幡広域圏 156 74 47.4 8.2 

幡多広域圏 245 75 30.6 8.3 

無回答  5  0.6 

合 計 2,000 903 42.2 100.0 

 

２．対象者の特性 

Ｆ１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ 年代別 

 

 

 

  

男 性

40.9%

女 性

58.0%

その他

0.2%

無回答

0.9%

20歳代以下

19.6%

30歳代

18.4%

40歳代

23.1%

50歳代

19.0%

60歳代以上

19.8%

無回答

0.0%

区 分 回答数（人） 構成比（％） 

男 性 369 40.9 

女 性 524 58.0 

その他 2 0.2 

無回答 8 0.9 

合 計 903 100.0 

 

区 分 回答数（人） 構成比（％） 

20歳代以下 177 19.6 

30歳代 166 18.4 

40歳代 209 23.1 

50歳代 172   19.0 

60歳代以上 179 19.8 

無回答 0 0.0 

合 計 903 100.0 
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Ｆ３ 職業別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ４ 詳細職業別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林業

4.2% 漁業

0.4%
商工サービス

業自営

6.3%

事務職

19.2%

技術職

15.3%

労務職

11.3%

管理職

4.9%

自由業

1.4%

主婦・主夫

11.8%

学生

6.2%

無職

9.6%

その他

8.9%

無回答

0.4%

区 分 回答数（人） 構成比（％） 

農林業 38 4.2 

漁 業 4 0.4 

商工サービス業自営 57 6.3 

事務職 173 19.2 

技術職 138 15.3 

労務職 102 11.3 

管理職 44 4.9 

自由業 13 1.4 

主婦・主夫 107 11.8 

学 生 56 6.2 

無 職 87 9.6 

その他 80 8.9 

無回答 4 0.4 

合 計 903 100.0 

 

区 分 回答数（人） 構成比（％） 

雇用者（正規の職員・従
業員） 337 37.3 

雇用者（労働者派遣事業
所の派遣社員） 8 0.9 

雇用者（パート、アルバ
イト） 137 15.2 

雇用者（契約社員、嘱託） 60 6.6 

会社・団体等の役員 29 3.2 

自営業主 59 6.5 

家族従業者（自家営業の
手伝い） 38 4.2 

家庭内職者 3 0.3 

無職（主婦、主夫、学生
を含む） 203 22.5 

その他 25 2.8 

無回答 4 0.4 

合 計 903 100.0 

 

雇用者（正

規の職員・

従業員）

37.3%

雇用者

（労働者

派遣事業

所の派遣

社員）

0.9%

雇用者（パート、ア

ルバイト）

15.2%

雇用者（契約

社員、嘱託）

6.6%

会社・団体

等の役員

3.2%

自営業主

6.5%

家族従業者

（自家営業

の手伝い）

4.2%

家庭内

職者

0.3%

無職（主婦、

主夫、学生を

含む）

22.5%

その他

2.8%

無回答

0.4%
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Ｆ５ 世帯別 

 

 

 

 

 

 

Ｆ６ 結婚の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ７ 夫婦共働きの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単身世帯

（一人住ま

い）

10.1%

夫婦のみ

の世帯

20.7%
親と子の世

帯（二世代

世帯）

56.5%

三世代世帯

（親、子、

孫の世帯）

10.5%

その他

2.0%

無回答

0.2%

区 分 回答数（人） 構成比（％） 

単身世帯（一人住まい） 91 10.1 

夫婦のみの世帯 187 20.7 

親と子の世帯（二世代世
帯） 

510 56.5 

三世代世帯（親、子、孫
の世帯） 

95 10.5 

その他 18 2.0 

無回答 2 0.2 

合 計 903 100.0 

 

区 分 回答数（人） 構成比（％） 

結婚している 
(事実婚を含む) 560 62.0 

結婚したことはない 268 29.7 

離別・死別 74 8.2 

無回答 1 0.1 

合 計 903 100.0 

 

 

結婚して

いる

62.0%

結婚したこ

とはない

29.7%

離別・死別

8.2%
無回答

0.1%

 

はい

70.5％

いいえ

28.6%

無回答

0.9%
区 分 回答数（人） 構成比（％） 

はい 395 70.5 

いいえ 160 28.6 

無回答 5 0.9 

合 計 560 100.0 
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Ｆ８ お子さんの数別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F９ 末子の子どもの状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ10 広域市町村圏別 

 

 

高知市

52.3%

安芸広域圏

7.2%

南国・香

美広域圏

14.1%

嶺北広域圏

1.1%

仁淀川

広域圏

6.5%

高吾北広域圏

1.8%

高幡広域圏

8.2%

幡多広域圏

8.3%

無回答

0.6%

 

子どもなし

26.9%

１人

13.0%

２人

32.0%

３人

16.3%

４人

2.4%

５人以上

0.4%

無回答

9.0%
区 分 回答数（人） 構成比（％） 

子どもなし 243 26.9 

１人 117 13.0 

２人 289 32.0 

３人 147 16.3 

４人 22 2.4 

５人以上 4 0.4 

無回答 81 9.0 

合 計 903 100.0 

 

 

 

未就学児

22.1%

小学生

11.9%
中学生以上

57.5%

無回答

8.5%
区 分 回答数（人） 構成比（％） 

未就学児 128 22.1 

小学生 69 11.9 

中学生以上 333 57.5 

無回答 49 8.5 

合 計 575 100.0 

 

区 分 回答数（人） 構成比（％） 

高知市 472 52.3 

安芸広域圏 65 7.2 

南国・香美広域圏 127 14.1 

嶺北広域圏 10 1.1 

仁淀川広域圏 59 6.5 

高吾北広域圏 16 1.8 

高幡広域圏 74 8.2 

幡多広域圏 75 8.3 

無回答 5 0.6 

合 計 903 100.0 
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Ⅳ 調査結果のあらまし 

 

【１．「結婚」「妊娠・出産」「子育て」の環境について】 

 

問１ 高知県が『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』になっていると思うか 

「どちらともいえない」が 36.5％と最も高く、次いで「ややそう思う」が 23.6％、「あまりそう思わな

いが 22.7％と続いている。 

 

問２ 高知県が｢働きながら子育てしやすい環境｣になっていると思うか 

「どちらともいえない」が 37.1％と最も高く、次いで「あまりそう思わない」が 26.5％、「ややそう思

う」が19.5％と続いている。 

 

【２．「結婚」「妊娠・出産」「子育て」への支援の取り組みについて】 

 

問３ 『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』を実現するために特に力を入れる

べき施策 

１.総合的な結婚支援 

「重要」が 37.0％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 35.7％、「非常に重要」が12.4％と続

いている。 

 

２.妊娠・出産・子どもの健康のための環境整備 

「重要」が44.4％と最も高く、次いで「非常に重要」が 43.7％、「どちらともいえない」が、9.6％と続

いている。 

 

３.保育サービス等の子育て支援策の充実 

「非常に重要」が 50.4％と最も高く、次いで「重要」が 37.4％、「どちらともいえない」が 10.6％と続

いている。 

 

４.ワーク・ライフ・バランスの推進 

「非常に重要」が 46.3％と最も高く、次いで「重要」が39.6％、「どちらともいえない」が 11.7％と続

いている。 

 

５.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備等 

「重要」が 44.2％と最も高く、次いで「非常に重要」が41.0％、「どちらともいえない」が 12.4％と続

いている。 

 

６.要保護児童への対応などきめ細やかな取り組みの推進 

「非常に重要」が46.3％と最も高く、次いで「重要」が 39.2％、「どちらともいえない」が 12.0％と続

いている。 

 

７.地域における子育て支援 

「重要」が 48.4％と最も高く、次いで「非常に重要」が26.6％、「どちらともいえない」が 20.8％と続

いている。 
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８.子ども等の安全の確保 

「非常に重要」が 48.0％と最も高く、次いで「重要」が 41.1％、「どちらともいえない」が 8.6％と続

いている。 

 

問４ 高知県の少子化対策や、対策に対する情報発信の取り組みを知っているか 

「知らない」が57.1％と最も高く、「知っている」が40.4％となっている。 

 

問５ 高知県が少子化対策の取り組みとして行っている事業を知っているか 

「全て知らない」が38.3％と最も高く、次いで「高知で恋しよ！！イベント（出会いイベント）」が 26.2％、

「高知家の出会い・結婚・子育て応援団」が 22.6％と続いている。 

 

問６ 高知県が少子化対策の取り組みとして行っている各事業に対する関心度 

１．高知家の出会い・結婚・子育て応援団による情報提供 

「どちらともいえない」が 39.1％と最も高く、次いで「関心はない」が34.0％、「関心がある」が 25.2％

と続いている。 

 

２．高知家の出会い・結婚・子育て応援コーナー 

「どちらともいえない」が 42.9％と最も高く、次いで「関心はない」が32.2％、「関心がある」が 23.7％

と続いている。 

 

３．高知で恋しよ！！応援サイト 

「関心はない」が46.4％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が36.4％、「関心がある」が 14.1％

と続いている。 

 

４．高知で恋しよ！！マッチング（会員制のお引合せシステム） 

 「関心はない」が47.7％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が37.8％、「関心がある」が 12.3％

と続いている。 

 

５．高知で恋しよ！！イベント（出会いイベント） 

「関心はない」が 46.3％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が35.0％、「関心がある」が 15.9％

と続いている。 

 

６．婚活サポーター 

「関心はない」が 45.7％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が37.4％、「関心がある」が 15.7％

と続いている。 

 

７．こうち子育て応援の店 

「関心がある」が 36.5％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が35.7％、「関心はない」が 25.0％

と続いている。 

 

８．高知の子育て応援サイト「こうちプレマnet」 

「どちらともいえない」が 39.4％と最も高く、次いで「関心がある」が30.9%、「関心はない」が、27.1％

と続いている。 
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【３．子育てについて】 

 

問７ 理想的な子どもの人数 

「２人」が 44.7％と最も高く、次いで「３人」が 40.9％、「１人」が4.4％と続いている。 

 

問８ 現実的に持ちたいと考えている子どもの人数 

 「２人」が48.6％と最も高く、次いで「３人」が 24.4％、「１人」が11.2％と続いている。 

 

問９ 理想の数だけ子どもを持たない理由 

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」61.2％と最も高く、次いで「職場環境の厳しさ（休暇が取

りにくい等）により自分の生活に余裕がなく、仕事と家庭の両立が難しいから」が 36.2％、「ほしいけれ

どもできないから」が16.8％と続いている。 

 

問10 男性が働きながら子育てする環境に必要だと思うこと 

「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が 71.7％と最も高く、

次いで「有給休暇が取りやすいこと」が 63.8％、「配偶者（パートナー）が家事・育児に参画・協力する

こと」が 51.9％と続いている。 

 

問11 女性が働きながら子育てする環境に必要だと思うこと 

「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が78.7％と最も高く、

次いで「育児休業制度が利用できること」が73.3％、「配偶者（パートナー）が家事・育児に参画・協力す

ること」が67.8％と続いている。 

 

問12 子育てをするために利用したいと思う支援機関やサービス 

「保育所・幼稚園・認定こども園等の認可保育施設」が 58.9％と最も高く、次いで「延長保育」が44.5％、

「病児・病後児保育」が 27.7％と続いている。 

 

問13 子育てについて感じている負担について 

「子育てにお金がかかる」が64.8％と最も高く、次いで「仕事と子育ての両立が難しい」が44.5％、「子

育てによる身体的・精神的の疲れが大きい」が23.4％と続いている。 

 

問14 今後（将来）子育てをするうえでの不安や悩みについて 

「子育てにお金がかかる」が 78.9％と最も高く、次いで「仕事と子育ての両立が難しい」が47.7％、「子

育てによる身体的・精神的の疲れが大きい」が13.3％と続いている。 

 

問15 子育ての不安や悩みについての相談先 

「配偶者（パートナー）」が 79.7％と最も高く、次いで「あなたの親、配偶者（パートナー）の親」が

64.8％、「友人、知人」が 60.2％と続いている。 

 

問16 自分または配偶者（パートナー）の親に頼みたい子育ての支援 

「子どもが病気になった時の通院や看病」が53.8％と最も高く、次いで「自分や配偶者（パートナー）

が病気になった時の子どもの世話」が50.1％、「保育所、幼稚園の送り迎え」が45.6％と続いている。 

 

問17 将来（または現在）、孫の子育てに協力するか 

「自分の孫の子育てに協力する意思はある」が 65.6％と最も高く、次いで「自分の孫以外も含めて協力

する意思はある」が 18.1％、「自分の孫以外も含めて協力する意思はなし」が 7.3％と続いている。 

-11-



問18 地域における子どもを守り育てる活動へ参加したか 

「参加したことはない（参加したくない）」が 37.1%と最も高く、次いで「参加したことはないが参加し

たい」が 29.5％、「参加したことがある」が 26.4％と続いている。 

 

【４．ワーク・ライフ・バランスについて】 

 

問19 あなたの職場は子育てに対して協力的か 

「やや思う」が 29.5％で最も高く、次いで「思う」が26.2％、「どちらともいえない」が 18.8％と続い

ている。 

 

問20 あなた自身は職場の中で子育てに協力的か 

 「思う」が 33.2％と最も高く、次いで「やや思う」が 30.3％、「どちらともいえない」が20.8％と続い

ている。 

 

問21 あなた自身が最も「利用して良かった」と思う職場の制度や仕組みとは 

「育児休業制度」が24.5％と最も高く、次いで「時間単位で取得できる年次有給休暇」が 19.4％、「半

日単位で取得できる年次有給休暇」が 15.5％と続いている。 

 

問22 働きながら子育てしやすい職場環境づくりのために必要な制度、仕組みとは 

「育児休業制度」が 43.0％と最も高く、次いで「家族の看護休暇（子どもの病気やけが等）」が 35.2％、

「育児を目的とした休暇（年次有給休暇とは別の有給休暇）」が 32.7％と続いている。 

 

問23 働きながら子育てしやすい職場環境づくりのために必要な県の施策（支援）とは 

「制度の創設に向けた支援（時間単位で取得できる年次有給休暇制度等の導入支援等）」が 45.1％と最

も高く、次いで「働き方改革の推進（長時間労働の是正等）」が 38.8％、「トップの意識改革（管理職を対

象とした意識醸成セミナー等）」が38.0％と続いている。 
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Ⅴ 調査結果 

〔解説・グラフ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【１.「結婚」「妊娠・出産」「子育て」の環境について】 

 

問１ あなたは、高知県が『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』になって

いると思いますか。（１つだけ○印） 

 

 「どちらともいえない」が 36.5％と最も高く、次いで「ややそう思う」が 23.6％、「あまりそ

う思わない」が 22.7％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

【性別】  

 男女とも「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、仁淀川広域圏、幡多広域圏では「どちらと

もいえない」が、高吾北広域圏、高幡広域圏では「あまりそう思わない」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

そう思う

5.1%

ややそう思う

23.6%

どちらとも

いえない

36.5%

あまりそう

思わない

22.7%

そう思わない

11.3%

無回答

0.8%
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15.3 
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12.0 

28.4 

22.5 

26.6 

29.0 

24.6 

24.4 

16.9 

22.0 

20.0 

27.1 

25.0 

25.7 

22.7 

35.5 

37.4 

50.0 

41.2 

31.9 

34.0 

37.8 

38.0 

31.2 

25.0 

32.1 

41.7 

48.3 

40.7 

39.5 

44.8 

40.0 

36.2 

36.9 

31.3 

40.6 

39.9 

35.8 

36.9 

38.6 

40.0 

40.7 

25.0 

31.1 

42.7 

19.8 

24.8 

50.0 

20.9 

25.9 

25.4 

20.9 

20.1 

21.1 

12.5 

29.2 

26.7 

17.2 

28.8 

7.9 

33.3 

20.7 

28.0 

20.8 

23.1 

24.2 

17.4 

20.1 

21.2 

26.2 

22.0 

30.0 

16.9 

31.3 

33.8 

18.7 

15.2 

8.8 

11.3 

12.7 

11.0 

10.5 

11.2 

12.2 

37.5 

9.5 

11.7 

6.9 

11.9 

7.9 

11.8 

4.0 

7.8 

11.3 

10.9 

7.2 

8.7 

11.7 

13.8 

12.6 

10.0 

11.9 

6.3 

5.4 

12.0 

1.4 

0.4 

0.6 

0.5 

1.2 

1.7 

0.9 

0.7 

1.7 

5.3 

1.0 

1.3 

0.8 

1.2 

0.6 

1.6 

1.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
域
市
町
村
圏
別

子
ど
も

の
状
況
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問２ あなたは、高知県が「働きながら子育てしやすい環境」になっていると思いますか。 

（１つだけ○印） 

 

 「どちらともいえない」が 37.1％と最も高く、次いで「あまりそう思わない」が 26.5％、「ややそ

う思う」が 19.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

【性別】  

 男女とも「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「どちらともいえない」が最も高く、30 歳代では「あまりそう思わない」が同率で

最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 すべての広域市町村圏で「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う

3.3%

ややそう思う

19.5%

どちらとも

いえない

37.1%

あまりそう

思わない

26.5%

そう思わない

12.6%

無回答

1.0%
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0.8 
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0.9 
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1.8 
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男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答
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-17-



 

 

【２.「結婚」「妊娠・出産」「子育て」への支援の取り組みについて】 

 

問３ 『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』を実現するために、特に力を

入れるべき施策は何だと思いますか。あなたの考えに近いものをお選びください。 

（１.非常に重要 ２．重要 ３.どちらともいえない ４.重要でない ５.全く重要でないの中

からいずれか１つずつ○印） 

 

１．総合的な結婚支援 

 「重要」が 37.0％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 35.7％、「非常に重要」が 12.4％

と続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

【性別】  

 男性では「重要」が 40.1％、女性では「どちらともいえない」が 35.7％と最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「どちらともいえない」が、50歳代、60歳代以上では「重要」

が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域圏では「重要」が、これと同率での高知市と、南国・

香美広域圏、高吾北広域圏、幡多広域圏では「どちらともいえない」が、嶺北広域圏では「非常に重

要」が最も高くなっている。 

 

 

非常に重要

12.4%

重要

37.0%どちらとも

いえない

35.7%

重要でない

10.6%

全く重要でない

2.8%

無回答

1.6%
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２．妊娠・出産・子どもの健康のための環境整備 

  

 「重要」が 44.4％と最も高く、次いで「非常に重要」が 43.7％、「どちらともいえない」が、9.6％

と続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】  

 男性では「重要」が 46.6％、女性では「非常に重要」が 49.6％と最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「非常に重要」が、50歳代、60歳代以上では「重要」が最も高

くなっている 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、仁淀川広域圏では「重要」が、これと同率

での嶺北広域圏と、高吾北広域圏、高幡広域圏、嶺北広域圏では「非常に重要」が最も高くなってい

る。 
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３．保育サービス等の子育て支援策の充実 

  

「非常に重要」が 50.4％と最も高く、次いで「重要」が 37.4％、「どちらともいえない」が 10.6％と

続いている。 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】  

 男女とも「非常に重要」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「非常に重要」が、50歳代、60歳代以上では「重要」が最も高

くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 すべての広域市町村圏で「非常に重要」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に重要

50.4%重要

37.4%

どちらともいえない

10.6%

重要でない
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４．ワーク・ライフ・バランスの推進 

  

 「非常に重要」が 46.3％と最も高く、次いで「重要」が 39.6％、「どちらともいえない」が 11.7％

と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

 

 

【性別】  

 男性では「重要」が 42.0％、女性では「非常に重要」が 53.4％と最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「非常に重要」が、50歳代、60歳代以上では「重要」が最も高

くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 安芸広域圏、南国・香美広域圏、嶺北広域圏では「重要」が最も高く、これと同率での嶺北広域圏

と、高知市、仁淀川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「非常に重要」が最も高く、

高幡広域圏では 75.0％と最も高くなっている。 
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５．子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備等 

  

 「重要」が 44.2％と最も高く、次いで「非常に重要」が 41.0％、「どちらともいえない」が 12.4％

と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】  

 男性では「重要」が 45.8％、女性では「非常に重要」が 47.7％と最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「非常に重要」が、50歳代、60歳代以上では「重要」が最も高

くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏、幡多広域圏では「重要」が、嶺北広域圏、

高吾北広域圏、高幡広域圏では「非常に重要」が最も高くなっている。 
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６．要保護児童への対応などきめ細やかな取り組みの推進 

  

 「非常に重要」が 46.3％と最も高く、次いで「重要」が 39.2％、「どちらともいえない」が 12.0％

と続いている。 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】  

 男性では「重要」が 41.2％、女性では「非常に重要」が 53.8％と最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代、50歳代では「非常に重要」が、これと同率での 50歳代と、60歳代

以上では「重要」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 仁淀川広域圏を除くすべての広域市町村圏で「非常に重要」が、仁淀川広域圏では「重要」が最も

高くなっている。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア
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雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

非常に重要 重要 どちらともいえない 重要でない 全く重要でない 無回答
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代
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７．地域における子育て支援 

 

 「重要」が 48.4％と最も高く、次いで「非常に重要」が 26.6％、「どちらともいえない」が 20.8％

と続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】  

 男女とも「重要」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「重要」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高吾北広域圏を除くすべての広域市町村圏で「重要」が、高吾北広域圏では「非常に重要」が最も

高くなっている。  

 

 

 

 

 

非常に重要

26.6%

重要

48.4%

どちらとも

いえない

20.8%

重要でない

2.4%

全く重要でない

0.4%
無回答

1.3%
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19.8 

31.3 

100.0 

33.9 

31.3 

30.1 

22.1 

15.1 

27.9 

12.5 

32.1 

28.3 

24.1 

16.9 

18.4 

66.7 

23.6 

32.0 

27.3 

21.9 

44.5 

29.0 

17.4 

25.4 

27.7 

23.6 

20.0 

27.1 

50.0 

23.0 

34.7 

48.2 

48.7 

42.4 

40.4 

47.8 

49.4 

61.5 

46.3 

25.0 

45.3 

45.0 

37.9 

61.0 

57.9 

33.3 

51.7 

52.0 

50.6 

56.3 

35.9 

46.4 

58.0 

48.7 

49.2 

48.8 

50.0 

61.0 

37.5 

50.0 

36.0 

25.7 

17.2 

20.3 

22.3 

18.2 

23.8 

20.1 

21.4 

50.0 

19.0 

23.3 

27.6 

16.9 

21.1 

20.7 

16.0 

18.5 

18.8 

14.8 

20.3 

21.9 

21.8 

16.9 

23.6 

10.0 

10.2 

12.5 

20.3 

26.7 

3.3 

1.9 

2.8 

4.2 

1.9 

2.9 

0.6 

2.7 

12.5 

2.2 

1.7 

6.9 

3.4 

2.0 

1.8 

1.9 

3.9 

0.9 

2.3 

2.4 

20.0 

1.7 

5.4 

1.3 

0.8 

0.2 

0.6 

0.5 

0.6 

0.6 

0.3 

0.7 

3.4 

0.5 

0.3 

0.6 

1.4 

0.3 

0.6 

1.5 

2.2 

0.8 

1.8 

1.4 

1.2 

2.2 

1.5 

0.7 

1.7 

1.7 

2.6 

1.5 

1.5 

0.6 

0.8 

2.9 

1.5 

1.1 

4.6 

1.6 

1.4 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

非常に重要 重要 どちらともいえない 重要でない 全く重要でない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別
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業
別
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市
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圏
別
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況
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８．子ども等の安全の確保 

  

 「非常に重要」が 48.0％と最も高く、次いで「重要」が 41.1％、「どちらともいえない」が 8.6％と

続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】  

 男性では「重要」が 43.4％、女性では「非常に重要」が 53.8％と最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「非常に重要」が、50歳代、60 

歳代以上では「重要」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高幡広域圏を除くすべての広域市町村圏で「非常に重要」が最も高く、嶺北広域圏では 70.0％と最

も高く、高幡広域圏では「重要」が最も高くなっている。   

 

 

 

 

 

非常に重要

48.0%

重要

41.1%

どちらともいえない

8.6%

重要でない

1.1%

全く重要でない

0.1% 無回答

1.1%

-32-



 

 

 

39.8 

53.8 

50.0 

50.8 

56.6 

53.1 

44.2 

34.6 

51.6 

25.0 

52.6 

51.7 

31.0 

28.8 

44.7 

66.7 

47.3 

36.0 

50.1 

48.8 
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60.9 

41.1 
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53.6 
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57.6 

47.4 

33.3 
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60.0 

42.0 

41.3 

26.6 

34.8 

48.3 

40.0 

35.4 

42.5 

10.0 

42.4 

43.8 

54.1 

40.0 
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5.5 

10.2 

9.0 

7.2 

8.1 

8.9 

7.1 

50.0 
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10.0 
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0.3 
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0.3 

1.1 
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0.3 

0.6 

0.7 

0.2 
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0.8 

1.8 
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0.6 

1.7 

1.5 

0.7 
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0.8 
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事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア
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嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏
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高幡広域圏

幡多広域圏
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 「知らない」が 57.1％と最も高く、「知っている」が 40.4％となっている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

 

【性別】  

 男女とも「知らない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代、60歳代以上では「知らない」が最も高く、これと同率での 60歳代

以上と 50歳代では「知っている」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 嶺北広域圏を除くすべての広域市町村圏で「知らない」が最も高く、これと同率での嶺北広域圏で

は「知っている」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

知っている

40.4%

知らない

57.1％

無回答

2.4%

問４ 高知県の少子化対策の現状や、対策の必要性について、テレビや新聞、チラシ、通信、ホー

ムページ等により啓発を行っていますが、知っていますか。（１つだけ○印）         
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43.3 

50.0 

40.1 

38.3 

44.8 
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ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市
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 「全て知らない」が 38.3％と最も高く、次いで「高知で恋しよ！！イベント（出会いイベント）」が

26.2％、「高知家の出会い・結婚・子育て応援団」が 22.6％と続いている。 

  

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

26.2 

22.6 

19.8 

19.0 

17.9 

14.1 

13.3 

12.0 

8.6 

38.3 

0% 10% 20% 30% 40%

高知で恋しよ！！イベント（出会

いイベント）

高知家の出会い・結婚・子育て応

援団

婚活サポーター

高知県少子化対策推進県民会議

こうち子育て応援の店

高知の子育て応援サイト「こうち

プレマnet」

高知で恋しよ！！マッチング（会

員制のお引合せシステム）

高知で恋しよ！！応援サイト

高知家の出会い・結婚・子育て応

援コーナー

全て知らない

問５ 高知県が少子化対策の取り組みとして行っている下記の事業について知っていますか。知って

いるものをお選びください。（当てはまるもの全てに○印） 
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【性別】 

 男性では「全て知らない」が 49.1％、女性では「高知で恋しよ！！イベント（出会いイベント）」が

32.3％と最も高くなっている。 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

17.6 

18.4 

18.2 

22.0 

10.3 

6.8 

10.8 

8.4 

7.9 

49.1 

32.3 

25.8 

20.8 

17.2 

23.5 

19.5 

15.1 

14.3 

9.4 

30.7 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高知で恋しよ！！イベント（出会

いイベント）

高知家の出会い・結婚・子育て応

援団

婚活サポーター

高知県少子化対策推進県民会議

こうち子育て応援の店

高知の子育て応援サイト「こうち

プレマnet」

高知で恋しよ！！マッチング（会

員制のお引合せシステム）

高知で恋しよ！！応援サイト

高知家の出会い・結婚・子育て応

援コーナー

全て知らない

男性

女性

その他
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【年代別】 

 30歳代を除くすべての年代で「全て知らない」が最も高く、30歳代では「高知で恋しよ！！イベン

ト（出会いイベント）」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

21.5 

13.0 

9.0 

7.3 

7.9 

6.8 

9.6 

13.0 

4.5 

51.4 

35.5 

24.7 

21.1 

16.3 

19.9 

19.3 

19.3 

19.3 

12.0 

34.3 

26.3 

25.8 

19.6 

15.3 

26.8 

23.0 

14.8 

8.6 

5.7 

32.1 

30.2 

26.7 

29.7 

27.3 

20.3 

12.8 

12.8 

14.0 

9.9 

33.7 

18.4 

22.3 

20.1 

29.6 

13.4 

7.3 

10.1 

6.1 

11.7 

40.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高知で恋しよ！！イベント（出会

いイベント）

高知家の出会い・結婚・子育て応

援団

婚活サポーター

高知県少子化対策推進県民会議

こうち子育て応援の店

高知の子育て応援サイト「こうち

プレマnet」

高知で恋しよ！！マッチング（会

員制のお引合せシステム）

高知で恋しよ！！応援サイト

高知家の出会い・結婚・子育て応

援コーナー

全て知らない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 すべての広域市町村圏で「全て知らない」が最も高く、これと同率での嶺北広域圏では「こうち子

育て応援の店」が最も高く、仁淀川広域圏では「高知で恋しよ！！イベント（出会いイベント）」が最

も高くなっている。 

 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

26.9 

22.2 

20.3 

21.8 

19.3 

13.6 

13.3 

10.4 

9.1 

36.7 

29.2 

27.7 

21.5 

20.0 

7.7 

12.3 

16.9 

18.5 

12.3 

40.0 

27.6 

27.6 

20.5 

18.1 

19.7 

15.0 

12.6 

12.6 

6.3 

37.8 

20.0 

20.0 

10.0 

10.0 

40.0 

10.0 

20.0 

0.0 

0.0 

40.0 

28.8 

23.7 

22.0 

15.3 

22.0 

27.1 

16.9 

22.0 

10.2 

28.8 

12.5 

12.5 

18.8 

12.5 

12.5 

6.3 

0.0 

18.8 

0.0 

50.0 

20.3 

18.9 

21.6 

21.6 

21.6 

13.5 

10.8 

10.8 

13.5 

41.9 

24.0 

17.3 

10.7 

6.7 

8.0 

10.7 

9.3 

8.0 

4.0 

50.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高知で恋しよ！！イベント（出会

いイベント）

高知家の出会い・結婚・子育て応

援団

婚活サポーター

高知県少子化対策推進県民会議

こうち子育て応援の店

高知の子育て応援サイト「こうち

プレマnet」

高知で恋しよ！！マッチング（会

員制のお引合せシステム）

高知で恋しよ！！応援サイト

高知家の出会い・結婚・子育て応

援コーナー

全て知らない

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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問６ 高知県が行っている下記の事業について、あなたの関心度はいかがですか。各事業について、

あなたの考えに近いものをお選びください。 

（１．活用したことがある ２.関心がある ３.どちらともいえない ４.関心はない の中からい

ずれか１つずつ○印） 

 

１. 高知家の出会い・結婚・子育て応援団による情報提供 

  

「どちらともいえない」が 39.1％と最も高く、次いで「関心はない」が 34.0％、「関心がある」が 25.2％

と続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女とも「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下を除くすべての年代で「どちらともいえない」が最も高く、20歳代以下では「関心はな

い」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「どちらと

もいえない」が最も高く、嶺北広域圏、高吾北広域圏では「関心はない」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

活用したことがある

0.7%

関心がある

25.2%

どちらとも

いえない

39.1%
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２．高知家の出会い・結婚・子育て応援コーナー 

  

 「どちらともいえない」が 42.9％と最も高く、次いで「関心はない」が 32.2％、「関心がある」が

23.7％と続いている。 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女とも「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高吾北広域圏を除くすべての広域市町村圏で「どちらともいえない」が最も高く、高吾北広域圏で

は「関心はない」が最も高くなっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用したことがある

0.1%

関心がある

23.7%

どちらとも

いえない

42.9%

関心はない

32.2%

無回答

1.1%

-42-



 

 

 

0.3 

0.6 

0.3 

1.5 

19.5 

26.5 

100.0 

22.6 

25.3 

22.0 

25.0 

24.0 

21.7 

25.0 

27.7 

28.3 

10.3 

23.7 

34.2 

33.3 

23.6 

20.0 

24.8 

26.9 

29.7 

21.7 

24.6 

25.4 

23.1 

22.0 

10.0 

22.0 

18.8 

25.7 

18.7 

43.9 

41.8 

39.5 

41.6 

41.6 

44.2 

47.5 

45.4 

37.5 

40.1 

33.3 

41.4 

45.8 

42.1 

66.7 

41.4 

52.0 

42.8 

46.3 

39.1 

47.8 

45.9 

41.3 

46.2 

44.9 

50.0 

40.7 

25.0 

40.5 

50.7 

35.2 

30.5 

37.3 

32.5 

34.9 

30.2 

25.7 

32.3 

37.5 

29.9 

38.3 

44.8 

28.8 

23.7 

33.5 

24.0 

30.6 

26.3 

31.3 

29.0 

27.9 

32.6 

27.7 

32.3 

40.0 

35.6 

56.3 

31.1 

28.0 

1.1 

1.1 

0.6 

1.4 

0.6 

2.8 

0.3 

2.2 

3.4 

1.7 

1.5 

4.0 

1.8 

0.6 

1.4 

1.5 

0.6 

1.5 

0.8 

1.7 

2.7 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

活用したことがある 関心がある どちらともいえない 関心はない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
域
市
町
村
圏
別

子
ど
も

の
状
況

-43-



 

 

３．高知で恋しよ！！応援サイト 

  

 「関心はない」が 46.4％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 36.4％、「関心がある」が

14.1％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女ともに「関心はない」が最も高くなっている。 

 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「関心はない」が、50歳代、60歳代以上では「どちらともいえ

ない」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 安芸広域圏、南国・香美広域圏では「どちらともいえない」が、嶺北広域圏では同率で「どちらと

もいえない」と「関心はない」、高知市、仁淀川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では

「関心はない」が最も高くなっている。 
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４．高知で恋しよ！！マッチング（会員制のお引合せシステム） 

  

 「関心はない」が 47.7％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 37.8％、「関心がある」が

12.3％と続いている。 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女ともに「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「関心はない」が、50歳代、60歳代以上では「どちらともいえ

ない」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、仁淀川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「関心はない」が最も高く、

安芸広域圏、南国・香美広域圏、嶺北広域圏では「どちらともいえない」が最も高い。 
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５．高知で恋しよ！！イベント（出会いイベント） 

  

 「関心はない」が 46.3％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 35.0％、「関心がある」が

15.9％と続いている。 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女ともに「関心はない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「関心はない」が、50歳代、60歳代以上では「どちらともいえ

ない」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、仁淀川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「関心はない」

が、南国・香美広域圏では「どちらともいえない」が、嶺北広域圏では同率で「どちらともいえない」

と「関心はない」が最も高くなっている。 
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６．婚活サポーター 

  

 「関心はない」が 45.7％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 37.4％、「関心がある」が

15.7％と続いている。 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女とも「関心はない」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「関心はない」が、50歳代、60歳代以上では「どちらともいえ

ない」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、仁淀川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏では「関心はない」が、安芸広域圏では同率で

「どちらともいえない」と「関心はない」が、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、幡多広域圏では「ど

ちらともいえない」が最も高くなっている。 
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20.3 
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41.5 

34.4 

50.0 

35.6 

31.3 

33.0 

47.1 

40.8 

38.6 
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29.2 

28.3 

34.5 

49.2 

42.1 
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38.4 

48.0 

37.0 

43.8 

29.7 
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36.2 

40.0 

43.3 

50.0 

37.3 

18.8 

28.4 

44.0 

43.1 

47.9 

53.1 
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48.4 
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47.6 
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48.3 
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41.3 

1.1 
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0.6 
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3.4 
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0.6 

1.4 
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0.6 
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20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

活用したことがある 関心がある どちらともいえない 関心はない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
域
市
町
村
圏
別

子
ど
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の
状
況
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７．こうち子育て応援の店 

  

 「関心がある」が 36.5％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 35.7％、「関心はない」が

25.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男性は「どちらともいえない」が、女性は「関心がある」が最も高くなっている。 

 

【年代別】 

 20歳代以下では「関心はない」が、30歳代、40歳代では「関心がある」が、50歳代、60歳代以上

では「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、仁淀川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏では「関心がある」が、安芸広域圏、南国・香

美広域圏、嶺北広域圏、幡多広域圏では「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

活用したことがある

1.8%

関心がある

36.5%

どちらとも

いえない

35.7%

関心はない

25.0%

無回答

1.0%
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その他
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40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

活用したことがある 関心がある どちらともいえない 関心はない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
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業
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８．高知の子育て応援サイト「こうちプレマ net」 

  

「どちらともいえない」が 39.4％と最も高く、次いで「関心がある」が 30.9%、「関心はない」が、27.1％

と続いている。 

 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男性は「どちらともいえない」が、女性は「関心がある」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下は「関心はない」が、30歳代は「関心がある」が、40歳代、50歳代、60歳代以上では

「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高吾北広域圏を除くすべての広域市町村圏で「どちらともいえない」が、高吾北広域圏では「関心

がある」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

活用したことがある

1.6%

関心がある

30.9%

どちらとも

いえない

39.4%

関心はない

27.1%

無回答

1.0%
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その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

活用したことがある 関心がある どちらともいえない 関心はない 無回答
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働
き

の
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無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
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市
町
村
圏
別

子
ど
も

の
状
況
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「２人」が 44.7％と最も高く、次いで「３人」が 40.9％、「１人」が 4.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男性は「２人」が、女性は「３人」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代では「２人」が、50歳代、60歳代以上では「３人」が最も高くなっ

ている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、高吾北広域圏では「３人」が、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、仁淀川広域

圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「２人」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

０人

3.1% １人

4.4%

２人

44.7%

３人

40.9%

４人

3.3%

その他

1.8%

無回答

1.8%

問７ あなたにとって理想的な子どもの数は何人ですか。（１つだけ○印） 
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40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏
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高幡広域圏

幡多広域圏
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 「２人」が 48.6％と最も高く、次いで「３人」が 24.4％、「１人」が 11.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女ともに「２人」が最も高くなっている。 

 

【年代別】 

 すべての年代で「２人」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 すべての広域市町村圏で「２人」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

０人

8.5％

１人

11.2％

２人

48.6％

３人

24.4％

４人

2.9％

その他

1.8％

無回答

2.7％

問８ あなたが、現実的に持ちたいと考えている子どもの人数は何人ですか。 

（現在の人数と今後持つつもりの人数の合計） （１つだけ○印） 
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雇用者（パート、ア

ルバイト）
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嘱託）
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家族従業者（自家営
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家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい
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「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」61.2％と最も高く、次いで「職場環境の厳しさ（休暇が

取りにくい等）により自分の生活に余裕がなく、仕事と家庭の両立が難しいから」が 36.2％、「ほしい

けれどもできないから」が 16.8％と続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

61.2 

36.2 

16.8 

14.2 

13.8 

9.7 

5.6 

4.5 

4.1 

3.0 

13.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

職場環境の厳しさ（休暇が取りにくい等）に

より自分の生活に余裕がなく、仕事と家庭の

両立が難しいから

ほしいけれどもできないから

子育て支援サービスが不足しているため、仕

事と家庭の両立が難しいから

高年齢で子どもを持ちたくないから

育児の心理的、肉体的負担に耐えられそうに

ないから

家が狭いから

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

自分だけ、もしくは配偶者（パートナー）と

の生活を大切にしたいから

相手の家事・育児への協力が得られないから

その他

問９ ★ 問８ の人数が問７ の人数より少ない方のみお答えください。 

理想の数だけ子どもを持たない理由について、あなたの考えに近いものをお答えください。 
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【性別】 

 男女ともに「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も高くなっている。 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

 

61.3 

34.9 

16.0 

10.4 

17.0 

6.6 

7.5 

3.8 

5.7 

1.9 

10.4 

60.1 

38.0 

17.7 

17.1 

12.0 

12.0 

4.4 

5.1 

3.2 

3.8 

15.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

職場環境の厳しさ（休暇が取りにくい等）に

より自分の生活に余裕がなく、仕事と家庭の

両立が難しいから

ほしいけれどもできないから

子育て支援サービスが不足しているため、仕

事と家庭の両立が難しいから

高年齢で子どもを持ちたくないから

育児の心理的、肉体的負担に耐えられそうに

ないから

家が狭いから

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

自分だけ、もしくは配偶者（パートナー）と

の生活を大切にしたいから

相手の家事・育児への協力が得られないから

その他

男性

女性

その他
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【年代別】 

 すべての年代で「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

69.2 

48.7 

10.3 

17.9 

0.0 

5.1 

5.1 

2.6 

12.8 

0.0 

5.1 

72.9 

47.9 

18.8 

18.8 

2.1 

14.6 

6.3 

0.0 

6.3 

4.2 

12.5 

60.0 

32.5 

21.3 

10.0 

21.3 

16.3 

6.3 

3.8 

1.3 

2.5 

12.5 

51.7 

20.7 

15.5 

10.3 

22.4 

6.9 

3.4 

6.9 

3.4 

3.4 

19.0 

55.8 

39.5 

14.0 

18.6 

14.0 

0.0 

7.0 

9.3 

0.0 

4.7 

14.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

職場環境の厳しさ（休暇が取りにくい等）に

より自分の生活に余裕がなく、仕事と家庭の

両立が難しいから

ほしいけれどもできないから

子育て支援サービスが不足しているため、仕

事と家庭の両立が難しいから

高年齢で子どもを持ちたくないから

育児の心理的、肉体的負担に耐えられそうに

ないから

家が狭いから

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

自分だけ、もしくは配偶者（パートナー）と

の生活を大切にしたいから

相手の家事・育児への協力が得られないから

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 すべての広域市町村圏で「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も高くなっている。 

 

 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

62.4 

36.9 

18.5 

14.0 

12.7 

7.6 

6.4 

6.4 

2.5 

3.2 

14.0 

64.7 

11.8 

11.8 

5.9 

17.6 

23.5 

5.9 

0.0 

5.9 

0.0 

23.5 

69.7 

51.5 

9.1 

12.1 

18.2 

15.2 

6.1 

3.0 

9.1 

6.1 

0.0 

66.7 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

62.5 

31.3 

25.0 

31.3 

18.8 

6.3 

0.0 

0.0 

12.5 

6.3 

6.3 

66.7 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

25.0 

20.0 

15.0 

20.0 

5.0 

5.0 

5.0 

0.0 

0.0 

25.0 

55.6 

38.9 

16.7 

16.7 

5.6 

5.6 

5.6 

0.0 

5.6 

0.0 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

職場環境の厳しさ（休暇が取りにくい等）に

より自分の生活に余裕がなく、仕事と家庭の

両立が難しいから

ほしいけれどもできないから

子育て支援サービスが不足しているため、仕

事と家庭の両立が難しいから

高年齢で子どもを持ちたくないから

育児の心理的、肉体的負担に耐えられそうに

ないから

家が狭いから

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

自分だけ、もしくは配偶者（パートナー）と

の生活を大切にしたいから

相手の家事・育児への協力が得られないから

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が 71.7％と最も

高く、次いで「有給休暇が取りやすいこと」が 63.8％、「配偶者（パートナー）が家事・育児に参画・

協力すること」が 51.9％と続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

71.7 

63.8 

51.9 

49.7 

47.6 

39.6 

29.2 

24.7 

22.6 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

有給休暇が取りやすいこと

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

育児休業制度が利用できること

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

その他

問 10 男性が働きながら子育てする環境に必要だと思うことは何ですか。 

（あてはまるもの全てに○印） 
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【性別】 

 男女ともに「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が最

も高くなっている。 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

65.9 

58.5 

39.3 

46.6 

42.3 

35.5 

31.4 

22.8 

17.6 

2.7 

76.3 

67.9 

61.3 

52.7 

51.5 

43.3 

27.9 

26.3 

26.5 

2.7 

100.0 

0.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

有給休暇が取りやすいこと

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

育児休業制度が利用できること

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

その他

男性

女性

その他
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【年代別】 

 すべての年代で「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」

が最も高くなっている。 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

 

 

75.1 

70.1 

49.7 

56.5 

54.2 

43.5 

21.5 

22.0 

26.0 

3.4 

72.9 

60.2 

52.4 

52.4 

53.0 

42.2 

29.5 

27.1 

23.5 

3.0 

68.9 

63.6 

53.1 

45.0 

50.2 

37.8 

21.1 

23.9 

18.7 

3.8 

68.0 

66.9 

54.1 

47.1 

39.0 

37.8 

38.4 

26.2 

22.7 

2.3 

73.7 

58.1 

50.3 

48.6 

41.3 

37.4 

37.4 

24.6 

22.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

有給休暇が取りやすいこと

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

育児休業制度が利用できること

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「職場が育

児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が、嶺北広域圏では「有給休

暇が取りやすい」が、高吾北広域圏では同率で「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利

用しやすい環境であること」と「有給休暇が取りやすい」が最も高くなっている。 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

70.1 

64.4 

48.9 

50.0 

49.8 

43.4 

28.0 

28.0 

22.0 

2.3 

78.5 

64.6 

55.4 

43.1 

43.1 

41.5 

32.3 

20.0 

21.5 

0.0 

74.8 

60.6 

53.5 

47.2 

47.2 

31.5 

32.3 

23.6 

22.0 

1.6 

60.0 

100.0 

70.0 

70.0 

20.0 

50.0 

40.0 

10.0 

20.0 

0.0 

66.1 

61.0 

57.6 

49.2 

47.5 

33.9 

25.4 

27.1 

27.1 

3.4 

81.3 

81.3 

43.8 

56.3 

56.3 

43.8 

31.3 

31.3 

31.3 

12.5 

74.3 

64.9 

58.1 

47.3 

43.2 

32.4 

31.1 

16.2 

20.3 

4.1 

72.0 

58.7 

52.0 

57.3 

46.7 

37.3 

30.7 

18.7 

26.7 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

有給休暇が取りやすいこと

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

育児休業制度が利用できること

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が 78.7％と最も

高く、次いで「育児休業制度が利用できること」が 73.3％、「配偶者（パートナー）が家事・育児に参

画・協力すること」が 67.8％と続いている。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

78.7 

73.3 

67.8 

66.4 

61.8 

60.0 

42.5 

37.3 

36.5 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

育児休業制度が利用できること

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

有給休暇が取りやすいこと

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

その他

問 11 女性が働きながら子育てする環境に必要だと思うことは何ですか。  

（あてはまるもの全てに○印） 
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【性別】 

 男女とも「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が最も

高くなっている。 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

69.6 

67.5 

56.9 

54.7 

51.5 

51.8 

37.4 

33.1 

30.9 

1.9 

85.7 

77.9 

76.0 

75.2 

69.3 

65.8 

46.4 

40.8 

41.0 

3.4 

100.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

育児休業制度が利用できること

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

有給休暇が取りやすいこと

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

その他

男性

女性

その他
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【年代別】 

 20 歳代以下では同率で「職場が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境である

こと」と「育児休業制度が利用できること」が、30 歳代、40 歳代、50 歳代、60 歳代以上では「職場

が育児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が最も高くなっている。 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

83.1 

83.1 

69.5 

69.5 

68.4 

65.0 

38.4 

41.2 

37.9 

2.3 

77.1 

72.3 

65.7 

64.5 

64.5 

65.1 

45.8 

41.0 

36.7 

2.4 

78.0 

69.4 

72.2 

68.9 

63.6 

58.9 

37.8 

34.0 

37.8 

4.8 

80.8 

68.6 

70.3 

67.4 

54.1 

59.9 

44.2 

37.8 

39.5 

3.5 

74.9 

73.7 

60.3 

61.5 

58.1 

52.0 

47.5 

33.5 

30.7 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

育児休業制度が利用できること

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

有給休暇が取りやすいこと

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「職場が育

児との両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」が、安芸広域圏は「育児休業

制度が利用できること」、仁淀川広域圏は同率で「育児休業制度が利用できること」と「職場が育児と

の両立に配慮や理解があり、制度を利用しやすい環境であること」と「配偶者（パートナー）が家事・

育児に参画・協力すること」が最も高くなっている。 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

80.5 

75.2 

64.2 

65.9 

63.3 

64.2 

41.7 

38.8 

38.3 

2.8 

70.8 

75.4 

70.8 

69.2 

60.0 

52.3 

40.0 

33.8 

36.9 

0.0 

78.7 

67.7 

74.0 

67.7 

60.6 

55.9 

45.7 

37.8 

37.0 

0.8 

100.0 

80.0 

80.0 

80.0 

60.0 

50.0 

50.0 

30.0 

50.0 

0.0 

72.9 

72.9 

72.9 

66.1 

67.8 

59.3 

42.4 

40.7 

37.3 

3.4 

75.0 

68.8 

68.8 

68.8 

68.8 

56.3 

56.3 

50.0 

50.0 

18.8 

78.4 

71.6 

73.0 

67.6 

59.5 

52.7 

41.9 

28.4 

28.4 

4.1 

77.3 

70.7 

64.0 

61.3 

52.0 

54.7 

42.7 

36.0 

28.0 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場が育児との両立に配慮や理解があり、

制度を利用しやすい環境であること

育児休業制度が利用できること

配偶者（パートナー）が家事・育児に参画

・協力すること

有給休暇が取りやすいこと

残業や休日出勤が少ないこと

育児短時間勤務制度が利用できること

親が近居または同居し、育児に協力するこ

と

育児休業中の従業員のスキルアップや早期

の職場復帰をサポートする制度があること

フレックスタイム、在宅勤務など多様な働

き方ができること

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「保育所・幼稚園・認定こども園等の認可保育施設」が 58.9％と最も高く、次いで「延長保育」が

44.5％、「病児・病後児保育」が 27.7％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

58.9 

44.5 

27.7 

26.0 

20.4 

15.2 

10.9 

9.9 

9.0 

6.8 

1.3 

23.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保育所・幼稚園・認定こども

園等の認可保育施設

延長保育

病児・病後児保育

地域子育て支援センター

一時預かり

子育て世代包括支援センター

子ども食堂

ファミリーサポートセンター

認可外保育施設

あったかふれあいセンター

その他

利用していない

問 12 「高知版ネウボラ」では、妊娠・出産・子育てに関するワンストップ相談窓口となる「子育

て世代包括支援センター」や、子育て家庭の交流の場である「地域子育て支援センター」など、地域

の子育て支援に関わる関係機関が連携することで妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援体制

の充実を図り、虐待など子育て家庭のリスクに応じた適切な対応を行うとともに、子育て家庭の不安

の解消や、働きながら子育てできる環境づくりを進めています。 

    あなたが子育ての不安や負担を軽減したり、働きながら子育てをするために利用したいと思う

（利用している・過去に利用していたを含む）支援機関やサービスを次の中から選択してください。 

（あてはまるもの全てに○印） 
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【性別】 

 男女ともに「保育所・幼稚園・認定こども園等の認可保育施設」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

52.6 

35.5 

20.1 

19.0 

15.2 

12.5 

6.8 

7.0 

8.4 

6.0 

63.5 

51.1 

33.6 

31.1 

24.4 

17.2 

13.5 

11.8 

9.2 

7.3 

50.0 

100.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

100.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保育所・幼稚園・認定こども

園等の認可保育施設

延長保育

病児・病後児保育

地域子育て支援センター

一時預かり

子育て世代包括支援センター

子ども食堂

ファミリーサポートセンター

認可外保育施設

あったかふれあいセンター

男性

女性

その他
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【年代別】 

 すべての年代で「保育所・幼稚園・認定こども園等の認可保育施設」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

55.9 

43.5 

28.2 

27.7 

22.6 

19.2 

13.6 

11.3 

9.0 

11.3 

0.0 

28.8 

60.8 

45.2 

30.1 

29.5 

22.9 

15.7 

10.8 

10.8 

10.2 

6.6 

1.2 

21.1 

63.2 

47.8 

32.5 

27.8 

23.0 

11.0 

12.0 

12.4 

9.6 

5.3 

1.4 

21.1 

57.0 

45.3 

21.5 

25.0 

15.1 

12.2 

9.3 

8.1 

7.6 

4.1 

2.3 

19.2 

57.0 

40.2 

25.1 

20.1 

17.9 

18.4 

8.4 

6.1 

8.4 

6.7 

1.7 

27.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保育所・幼稚園・認定こども

園等の認可保育施設

延長保育

病児・病後児保育

地域子育て支援センター

一時預かり

子育て世代包括支援センター

子ども食堂

ファミリーサポートセンター

認可外保育施設

あったかふれあいセンター

その他

利用していない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高幡広域圏を除くすべての広域市町村圏で「保育所・幼稚園・認定こども園等の認可保育施設」が、

高幡広域圏で「延長保育」が最も高くなっている。 

 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

59.3 

41.9 

26.7 

24.6 

18.0 

13.1 

9.1 

8.9 

9.3 

6.1 

1.9 

24.2 

63.1 

49.2 

35.4 

27.7 

26.2 

21.5 

21.5 

4.6 

9.2 

9.2 

1.5 

16.9 

63.0 

47.2 

31.5 

23.6 

18.9 

15.7 

11.0 

11.8 

10.2 

4.7 

0.0 

21.3 

60.0 

30.0 

10.0 

40.0 

0.0 

20.0 

10.0 

0.0 

0.0 

10.0 

0.0 

30.0 

62.7 

52.5 

28.8 

27.1 

28.8 

18.6 

8.5 

11.9 

5.1 

1.7 

1.7 

20.3 

62.5 

31.3 

25.0 

43.8 

18.8 

31.3 

12.5 

37.5 

12.5 

25.0 

0.0 

25.0 

50.0 

51.4 

25.7 

33.8 

24.3 

13.5 

16.2 

9.5 

6.8 

5.4 

0.0 

23.0 

50.7 

41.3 

24.0 

24.0 

24.0 

16.0 

8.0 

10.7 

10.7 

12.0 

1.3 

30.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保育所・幼稚園・認定こども

園等の認可保育施設

延長保育

病児・病後児保育

地域子育て支援センター

一時預かり

子育て世代包括支援センター

子ども食堂

ファミリーサポートセンター

認可外保育施設

あったかふれあいセンター

その他

利用していない

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「子育てにお金がかかる」が 64.8％と最も高く、次いで「仕事と子育ての両立が難しい」が 44.5％、

「子育てによる身体的・精神的の疲れが大きい」が 23.4％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

64.8 

44.5 

23.4 

21.9 

3.9 

1.6 

2.3 

9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

負担を感じない

問 13 あなたが現在、子育てについて感じている負担について、あてはまるもの、近いものをお答

えください。（２つまで○印） 
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【性別】 

 男女ともに「子育てにお金がかかる」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

65.0 

32.5 

17.5 

20.0 

0.0 

5.0 

2.5 

17.5 

64.8 

50.0 

26.1 

22.7 

5.7 

0.0 

2.3 

5.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

負担を感じない

男性

女性

その他
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【年代別】 

 20 歳代以下、30 歳代、40 歳代では「子育てにお金がかかる」が、50 歳代では同率で「子育てにお

金がかかる」と「自分の自由な時間が持てない」が、60歳代以上では同率で「子育てにお金がかかる」

と「子育てによる身体的・精神的の疲れが大きい」が最も高くなっている。 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

72.0 

20.0 

20.0 

20.0 

4.0 

4.0 

0.0 

12.0 

61.2 

55.2 

28.4 

23.9 

3.0 

1.5 

3.0 

6.0 

64.7 

44.1 

14.7 

17.6 

5.9 

0.0 

2.9 

14.7 

100.0

0.0 

0.0 

100.0

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

負担を感じない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「子育てに

お金がかかる」が、高吾北広域圏では同率で「子育てにお金がかかる」と「仕事と子育ての両立が難

しい」が最も高くなっている。 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

68.4 

46.8 

21.5 

22.8 

3.8 

0.0 

3.8 

7.6 

66.7 

16.7 

16.7 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

61.5 

53.8 

46.2 

15.4 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

60.0 

20.0 

40.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0

100.0

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

37.5 

12.5 

37.5 

12.5 

12.5 

0.0 

12.5 

56.3 

43.8 

18.8 

12.5 

6.3 

0.0 

0.0 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

負担を感じない

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「子育てにお金がかかる」が 78.9％と最も高く、次いで「仕事と子育ての両立が難しい」が 47.7％、

「子育てによる身体的・精神的の疲れが大きい」が 13.3％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

78.9 

47.7 

13.3 

10.2 

3.9 

0.8 

3.9 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

不安や悩みはない

問 14 あなたは今後（将来）、子育てをするうえで、どのようなことに不安や悩みがありますか。あ

てはまるもの、近いものを選択してください。（２つまで○印） 
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【性別】 

 男女ともに「子育てにお金がかかる」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

85.0 

35.0 

7.5 

15.0 

0.0 

0.0 

2.5 

12.5 

76.1 

53.4 

15.9 

8.0 

5.7 

1.1 

4.5 

3.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

不安や悩みはない

男性

女性

その他

-81-



 

 

【年代別】 

 20 歳代以下、30 歳代、40 歳代では「子育てにお金がかかる」が、50 歳代では同率で「子育てにお

金がかかる」と「自分の自由な時間が持てない」が、60歳代以上では同率で「子育てにお金がかかる」

と「子育てによる身体的・精神的の疲れが大きい」が最も高くなっている。 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

76.0 

36.0 

8.0 

16.0 

4.0 

0.0 

4.0 

12.0 

77.6 

55.2 

16.4 

4.5 

3.0 

1.5 

6.0 

3.0 

82.4 

44.1 

8.8 

14.7 

5.9 

0.0 

0.0 

8.8 

100.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

不安や悩みはない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏、高吾北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏

で「子育てにお金がかかる」が最も高くなっている。 

 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

78.5 

48.1 

13.9 

10.1 

5.1 

1.3 

3.8 

5.1 

83.3 

33.3 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

92.3 

53.8 

15.4 

7.7 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

80.0 

40.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

75.0 

37.5 

25.0 

12.5 

0.0 

0.0 

12.5 

12.5 

68.8 

56.3 

6.3 

12.5 

6.3 

0.0 

0.0 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育てにお金がかかる

仕事と子育ての両立が難しい

子育てによる身体的・精神的の疲

れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子育ての大変さを配偶者（パート

ナー）や家族など身近な人が理解

したり、協力してくれない

配偶者（パートナー）と楽しむ時

間が持てない

その他

不安や悩みはない

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「配偶者（パートナー）」が 79.7％と最も高く、次いで「あなたの親、配偶者（パートナー）の親」

が 64.8％、「友人、知人」が 60.2％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

79.7 

64.8 

60.2 

26.6 

25.8 

23.4 

11.7 

2.3 

0.0 

1.6 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

配偶者（パートナー）

あなたの親、配偶者（パートナー）の

親

友人、知人

保育所、幼稚園等

配偶者（パートナー）、あなたの親、

配偶者（パートナー）の親以外の親族

職場の人

医師、保健師、助産師、看護師、カウ

ンセラー

子育てサークルの仲間

その他

相談やお願いをする人がいない(相談先

が分からない）

誰にも相談しない

問 15 子育ての不安や悩みについて、誰か（どこか）に相談しますか（しましたか）。 

（あてはまるもの全てに○印） 
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【性別】 

 男女ともに「配偶者（パートナー）」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

85.0 

45.0 

37.5 

12.5 

25.0 

17.5 

7.5 

5.0 

0.0 

5.0 

77.3 

73.9 

70.5 

33.0 

26.1 

26.1 

13.6 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者（パートナー）

あなたの親、配偶者（パートナー）の

親

友人、知人

保育所、幼稚園等

配偶者（パートナー）、あなたの親、

配偶者（パートナー）の親以外の親族

職場の人

医師、保健師、助産師、看護師、カウ

ンセラー

子育てサークルの仲間

その他

相談やお願いをする人がいない(相談先

が分からない）

男性

女性

その他
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【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代、50歳代では「配偶者（パートナー）」が、60歳代以上では同率で「配

偶者（パートナー）」と「あなたの親、配偶者（パートナー）の親」と「配偶者（パートナー）、あな

たの親、配偶者（パートナー）の親以外の親族」と「医師、保健師、助産師、看護師、カウンセラー」

が最も高くなっている。 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

80.0 

72.0 

60.0 

28.0 

24.0 

24.0 

16.0 

12.0 

0.0 

0.0 

4.0 

76.1 

74.6 

71.6 

28.4 

29.9 

26.9 

10.4 

0.0 

0.0 

3.0 

1.5 

85.3 

41.2 

41.2 

23.5 

17.6 

17.6 

8.8 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

100.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者（パートナー）

あなたの親、配偶者（パートナー）の

親

友人、知人

保育所、幼稚園等

配偶者（パートナー）、あなたの親、

配偶者（パートナー）の親以外の親族

職場の人

医師、保健師、助産師、看護師、カウ

ンセラー

子育てサークルの仲間

その他

相談やお願いをする人がいない(相談

先

が分からない）

誰にも相談しない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、高吾北広域圏、幡多広域圏では「配偶者（パートナー）」

が、仁淀川広域圏では「あなたの親、配偶者（パートナー）の親」が、高幡広域圏では同率で「配偶

者（パートナー）」、「あなたの親、配偶者（パートナー）の親」、「友人、知人」が最も高くなっている。 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

83.5 

68.4 

65.8 

25.3 

30.4 

25.3 

12.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

83.3 

66.7 

33.3 

83.3 

16.7 

16.7 

33.3 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

76.9 

61.5 

61.5 

23.1 

23.1 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

80.0 

100.0 

80.0 

40.0 

40.0 

60.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

62.5 

62.5 

62.5 

25.0 

0.0 

50.0 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

68.8 

43.8 

37.5 

12.5 

18.8 

6.3 

6.3 

12.5 

0.0 

6.3 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者（パートナー）

あなたの親、配偶者（パートナー）の

親

友人、知人

保育所、幼稚園等

配偶者（パートナー）、あなたの親、

配偶者（パートナー）の親以外の親族

職場の人

医師、保健師、助産師、看護師、カウ

ンセラー

子育てサークルの仲間

その他

相談やお願いをする人がいない(相談先

が分からない）

誰にも相談しない

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「子どもが病気になった時の通院や看病」が 53.8％と最も高く、次いで「自分や配偶者（パートナ

ー）が病気になった時の子どもの世話」が 50.1％、「保育所、幼稚園の送り迎え」が 45.6％と続いて

いる。 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

53.8 

50.1 

45.6 

39.4 

16.8 

10.1 

2.7 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもが病気になった時の通院

や看病

自分や配偶者（パートナー）が

病気になった時の子どもの世話

保育所、幼稚園の送り迎え

自分や配偶者（パートナー）が

帰宅するまでの子どもの世話

学校行事・地域行事等への付添

い

登下校時の付添い

その他

頼みたくない（頼まなかった）

問 16 あなたは、自分または配偶者（パートナー）の親にどのような子育ての協力を頼みたいと思

いますか。（あてはまるもの全てに○印） 
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【性別】 

 男女ともに「子どもが病気になった時の通院や看病」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

48.5 

44.7 

41.2 

35.5 

11.7 

7.3 

3.0 

13.0 

58.0 

54.2 

48.9 

42.2 

20.6 

12.0 

2.5 

8.0 

0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもが病気になった時の通院

や看病

自分や配偶者（パートナー）が

病気になった時の子どもの世話

保育所、幼稚園の送り迎え

自分や配偶者（パートナー）が

帰宅するまでの子どもの世話

学校行事・地域行事等への付添

い

登下校時の付添い

その他

頼みたくない（頼まなかった）

男性

女性

その他

-89-



 

 

【年代別】 

 20 歳代以下、40 歳代、50 歳代では「子どもが病気になった時の通院や看病」が、30 歳代では同率

で「子どもが病気になった時の通院や看病」と「自分や配偶者（パートナー）が病気になった時の子

どもの世話」が、60 歳代以上では「自分や配偶者（パートナー）が病気になった時の子どもの世話」

が最も高くなっている。 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

64.4 

55.9 

55.4 

47.5 

26.6 

13.6 

2.3 

5.1 

56.6 

56.6 

52.4 

44.6 

19.3 

8.4 

3.0 

5.4 

56.9 

48.3 

40.7 

36.4 

16.7 

10.0 

2.9 

13.9 

48.3 

42.4 

41.9 

37.2 

9.3 

10.5 

4.1 

13.4 

42.5 

47.5 

39.1 

32.4 

12.3 

7.8 

1.1 

13.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもが病気になった時の通院

や看病

自分や配偶者（パートナー）が

病気になった時の子どもの世話

保育所、幼稚園の送り迎え

自分や配偶者（パートナー）が

帰宅するまでの子どもの世話

学校行事・地域行事等への付添

い

登下校時の付添い

その他

頼みたくない（頼まなかった）

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、高幡広域圏、幡多広域圏では「子どもが病気になった時

の通院や看病」が、安芸広域圏、仁淀川広域圏、高吾北広域圏では「自分や配偶者（パートナー）病

気になった時の通院や看病」が最も高くなっている。 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

50.6 

45.3 

41.9 

36.4 

13.6 

10.6 

2.3 

14.8 

56.9 

60.0 

47.7 

46.2 

23.1 

6.2 

3.1 

4.6 

53.5 

51.2 

52.0 

36.2 

22.0 

7.1 

0.0 

8.7 

70.0 

50.0 

60.0 

50.0 

20.0 

20.0 

10.0 

10.0 

57.6 

61.0 

47.5 

44.1 

27.1 

8.5 

5.1 

3.4 

62.5 

68.8 

50.0 

50.0 

37.5 

18.8 

0.0 

0.0 

62.2 

52.7 

51.4 

54.1 

13.5 

14.9 

2.7 

2.7 

56.0 

54.7 

46.7 

37.3 

14.7 

9.3 

5.3 

6.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもが病気になった時の通院

や看病

自分や配偶者（パートナー）が

病気になった時の子どもの世話

保育所、幼稚園の送り迎え

自分や配偶者（パートナー）が

帰宅するまでの子どもの世話

学校行事・地域行事等への付添

い

登下校時の付添い

その他

頼みたくない（頼まなかった）

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

-91-



 

 

 

 「自分の孫の子育てに協力する意思はある」が 65.6％と最も高く、次いで「自分の孫以外も含めて

協力する意思はある」が 18.1％、「自分の孫以外も含めて協力する意思はなし」が 7.3％と続いている。 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女ともに「自分の孫の子育てに協力する意思はある」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「自分の孫の子育てに協力する意思はある」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 すべての広域市町村圏で「自分の孫の子育てに協力する意思はある」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

１．自分の孫の子育

てに協力する意思は

ある

65.6％

２．自分の孫以外

も含めて協力する

意思はある

18.1%

３．自分の孫以外も含め

て協力する意思はない

7.3%

無回答

9.1%

問 17 あなたは、将来（または現在）、孫の子育て（あなたの孫以外も含む）に協力する意思はあり

ますか。（いずれかに○印） 
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61.5 

68.3 

50.0 

64.4 

68.7 

59.8 

69.8 

66.5 

71.2 

25.0 

67.9 

56.7 

58.6 

59.3 

73.7 

66.7 

60.1 

64.0 

72.2 

69.4 

77.3 

68.1 

73.0 

67.4 

60.0 

61.4 

60.0 

72.9 

56.3 

67.6 

62.7 

20.1 

16.6 

50.0 

18.1 

19.3 

21.5 

14.0 

16.8 

14.5 

50.0 

16.1 

26.7 

31.0 

23.7 

13.2 

33.3 

18.7 

20.0 

20.3 

17.5 

21.9 

15.9 

16.8 

16.3 

21.5 

22.0 

20.0 

11.9 

31.3 

13.5 

24.0 

9.2 

5.9 

6.8 

6.0 

10.0 

7.6 

5.6 

5.9 

25.0 

5.8 

8.3 

3.4 

6.8 

5.3 

9.9 

12.0 

2.3 

5.6 

0.8 

7.2 

3.3 

8.3 

7.7 

7.9 

20.0 

6.8 

5.4 

2.7 

9.2 

9.2 

10.7 

6.0 

8.6 

8.7 

11.2 

8.3 

10.2 

8.3 

6.9 

10.2 

7.9 

11.3 

4.0 

5.3 

7.5 

8.7 

6.9 

8.1 

10.8 

8.7 

8.5 

12.5 

13.5 

10.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

１．自分の孫の子育てに協力する意思はある ２．自分の孫以外も含めて協力する意思はある

３．自分の孫以外も含めて協力する意思はない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
域
市
町
村
圏
別

子
ど
も

の
状
況
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 「参加したことはない（参加したくない）」が 37.1%と最も高く、次いで「参加したことはないが参

加したい」が 29.5％、「参加したことがある」が 26.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男女ともに「参加したことはない（参加したくない）」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代では「参加したことはない（参加したくない）」が、40歳代、60歳代以上では

同率で「参加したことがある」と「参加したことはない（参加したくない）」が、50歳代では「参加し

たことがある」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏では「参加したことはない（参加したくな

い）」が、嶺北広域圏、高吾北広域圏、幡多広域圏では「参加したことはないが参加したい」が、高幡

広域圏では同率で「参加したことがある」と「参加したことはないが参加したい」が最も高くなって

いる。 

 

 

 

参加したこと

がある

26.4%

参加したことはな

いが参加したい

29.5%

参加したことはな

い（参加したくな

い）

37.1%

無回答

7.1%

問 18 あなたは、地域において、子どもを守り育てる活動に参加したことはありますか。または、

参加したいと思いますか。（登下校中の子どもの見守り、PTA、子育てサークル等）  

（１つだけ○印） 
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24.1 

28.1 

50.0 

4.5 

16.9 

35.9 

43.0 

29.6 

25.8 

12.5 

26.3 

25.0 

37.9 

45.8 

36.8 

33.3 

19.7 

24.0 

38.7 

33.8 

24.2 

55.1 

41.1 

28.2 

16.9 

30.7 

20.0 

25.4 

25.0 

32.4 

12.0 

29.3 

29.8 

50.0 

40.7 

36.1 

21.5 

18.6 

31.8 

27.6 

37.5 

35.0 

26.7 

20.7 

16.9 

34.2 

66.7 

32.0 

36.0 

26.1 

29.4 

41.4 

15.9 

22.2 

27.5 

27.7 

26.0 

50.0 

27.1 

37.5 

32.4 

42.7 

40.1 

34.5 

45.2 

43.4 

35.9 

32.0 

29.6 

39.5 

50.0 

31.4 

41.7 

34.5 

30.5 

23.7 

39.9 

36.0 

30.4 

30.6 

33.6 

21.7 

30.3 

37.9 

44.6 

37.0 

30.0 

40.7 

25.0 

24.3 

40.0 

6.5 

7.6 

9.6 

3.6 

6.7 

6.4 

8.9 

7.1 

7.3 

6.7 

6.9 

6.8 

5.3 

8.4 

4.0 

4.8 

6.3 

0.8 

7.2 

6.3 

6.4 

10.8 

6.3 

6.8 

12.5 

10.8 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

参加したことがある 参加したことはないが参加したい 参加したことはない（参加したくない） 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
域
市
町
村
圏
別

子
ど
も

の
状
況
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 「やや思う」が 29.5％で最も高く、次いで「思う」が 26.2％、「どちらともいえない」が 18.8％と

続いている。 

 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男性は「やや思う」が、女性は「思う」が最も高くなっている。 

 

【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代、60歳代以上では「やや思う」、50歳代では「思う」が最も高くなっ

ている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域圏では「やや思う」、嶺北広域圏、

幡多広域圏では「思う」が、高吾北広域圏では同率で「思う」と「やや思う」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う

26.2%

やや思う

29.5%

どちらとも

いえない

18.8%

あまり思わない

12.9%

全く思わない

5.7%

無回答

6.8%

問 19 あなたが働いている職場は、子育てに対して、協力的だと思いますか。（１つだけ○印） 
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19.1 

31.0 

19.8 

23.3 

27.1 

33.3 

27.3 

26.7 

24.1 

31.7 

30.9 

28.6 

28.1 

36.0 

30.4 

24.7 

26.5 

24.1 

40.0 

30.0 

27.3 

30.2 

33.3 

28.2 

29.8 

27.7 

28.3 

31.0 

30.6 

29.1 

31.2 

25.0 

27.7 

25.0 

31.6 

33.3 

31.5 

32.0 

32.1 

29.0 

38.2 

27.7 

20.0 

32.5 

27.3 

32.6 

23.8 

21.1 

17.6 

18.8 

20.8 

18.1 

18.9 

16.4 

19.0 

25.0 

18.2 

18.3 

17.5 

11.9 

15.7 

16.0 

16.7 

20.4 

17.6 

19.3 

12.5 

18.2 

23.3 

14.3 

18.2 

9.7 

12.9 

15.8 

14.8 

7.2 

12.7 

11.6 

50.0 

13.1 

15.0 

11.0 

14.3 

15.7 

10.0 

10.7 

13.6 

8.8 

16.9 

10.0 

9.1 

9.3 

14.3 

8.1 

4.3 

12.9 

5.8 

4.5 

0.9 

5.5 

7.1 

3.6 

3.3 

3.1 

9.5 

7.9 

2.0 

2.4 

4.3 

5.9 

7.2 

40.0 

2.5 

18.2 

2.3 

7.1 

5.3 

7.6 

0.0 

7.9 

5.8 

4.5 

9.0 

9.1 

4.5 

13.1 

6.7 

5.8 

2.4 

1.1 

4.0 

7.7 

7.9 

2.9 

4.8 

12.5 

2.3 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

思う やや思う どちらともいえない あまり思わない 全く思わない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
域
市
町
村
圏
別

子
ど
も

の
状
況
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 「思う」が 33.2％と最も高く、次いで「やや思う」が 30.3％、「どちらともいえない」が 20.8％と

続いている。 

 

 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

 

【性別】 

 男性では「やや思う」が、女性では「思う」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 20 歳代以下では「どちらともいえない」が、30 歳代、60 歳代以上では「やや思う」が、40 歳代、

50歳代では「思う」が最も高くなっている。 

 

 

【広域市町村圏別】 

 高知市では「やや思う」が、安芸広域圏、南国・香美広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域圏では「思

う」が、嶺北広域圏では同率で「思う」と「どちらともいえない」が、高吾北広域圏では同率で「思

う」と「やや思う」が、幡多広域圏では「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

思う

33.2%

やや思う

30.3%

どちらとも

いえない

20.8%

あまり思わない

7.0%

全く思わない

1.8%

無回答

6.8%

問 20 あなた自身は、働いている職場の中で、子育て中の方に対して協力的だと思いますか。 

（１つだけ○印） 
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24.9 

38.9 

26.7 

26.7 

40.6 

36.9 

30.9 

33.5 

32.8 

36.7 

38.5 

35.7 

36.0 

56.0 

33.9 

29.4 

38.2 

34.9 

40.0 

42.5 

36.4 

41.9 

31.0 

30.1 

30.1 

24.8 

31.7 

31.0 

28.8 

38.2 

32.0 

37.5 

27.7 

25.0 

33.7 

35.7 

33.7 

28.0 

34.5 

31.9 

29.4 

28.9 

20.0 

27.5 

36.4 

39.5 

14.3 

23.9 

18.8 

28.7 

22.5 

18.1 

18.0 

16.4 

20.8 

25.0 

19.0 

25.0 

17.2 

16.7 

20.2 

8.0 

17.3 

21.5 

23.5 

20.5 

40.0 

10.0 

27.3 

9.3 

35.7 

12.4 

3.6 

6.9 

10.8 

5.2 

6.3 

5.5 

7.1 

37.5 

5.1 

6.7 

4.5 

7.1 

5.6 

4.0 

6.0 

7.2 

5.9 

9.6 

7.5 

4.7 

7.1 

3.3 

0.9 

5.9 

1.7 

0.6 

0.9 

1.8 

2.9 

0.3 

2.4 

3.4 

0.6 

1.8 

2.4 

2.3 

4.8 

5.3 

7.6 

6.9 

6.7 

4.5 

9.0 

9.1 

4.7 

12.4 

6.7 

5.8 

2.4 

1.1 

4.0 

7.7 

8.2 

2.9 

3.6 

12.5 

2.3 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

雇用者（正規の職員

・従業員）

雇用者（労働者派遣

事業所の派遣社員）

雇用者（パート、ア

ルバイト）

雇用者（契約社員、

嘱託）

会社・団体等の役員

自営業主

家族従業者（自家営

業の手伝い）

家庭内職者

無職（主婦、主夫、

学生を含む）

その他

はい

いいえ

未就学児

小学生

中学生以上

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

思う やや思う どちらともいえない あまり思わない 全く思わない 無回答

共
働
き

の
有
無

性

別

年
代
別

職
業
別

広
域
市
町
村
圏
別

子
ど
も

の
状
況
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 「育児休業制度」が 24.5％と最も高く、次いで「時間単位で取得できる年次有給休暇」が 19.4％、

「半日単位で取得できる年次有給休暇」が 15.5％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

24.5 

19.4 

15.5 

13.3 

10.1 

6.6 

4.6 

3.7 

3.3 

1.8 

0.6 

0.4 

0.2 

10.9 

0% 10% 20% 30%

育児休業制度

時間単位で取得できる年次有給休暇

半日単位で取得できる年次有給休暇

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

勤務先における託児制度

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

テレワーク

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

その他

問 21 あなたが働きながら子育てをされてきたなかで、あなた自身が最も「利用して良かった」と

感じた職場の制度、仕組みがあれば次のなかから選択してください。  （３つまで○印） 

-100-



 

 

【性別】 

 男性では「時間単位で取得できる年次有給休暇」が、女性では「育児休業制度」が最も高くなって

いる。 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

 

13.9 

19.6 

16.3 

11.0 

13.9 

5.7 

4.8 

2.9 

1.0 

1.4 

1.0 

0.5 

0.5 

12.4 

31.6 

19.5 

14.9 

14.9 

7.9 

7.3 

4.6 

4.3 

4.9 

2.1 

0.3 

0.3 

0.0 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

育児休業制度

時間単位で取得できる年次有給休暇

半日単位で取得できる年次有給休暇

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

勤務先における託児制度

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

テレワーク

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

その他

男性

女性

その他
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【年代別】 

 20歳代以下、30歳代、40歳代、50歳代では「育児休業制度」、60歳代以上では「時間単位で取得で

きる年次有給休暇」が最も高くなっている。 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

14.9 

5.9 

5.0 

5.9 

5.9 

1.0 

2.0 

3.0 

2.0 

1.0 

2.0 

1.0 

0.0 

15.8 

32.5 

17.5 

16.7 

13.3 

11.7 

7.5 

5.0 

2.5 

5.0 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

7.5 

27.7 

25.8 

21.3 

18.7 

9.7 

6.5 

3.9 

3.2 

3.2 

2.6 

0.6 

0.6 

0.0 

10.3 

26.1 

25.2 

18.0 

12.6 

12.6 

10.8 

7.2 

2.7 

3.6 

1.8 

0.0 

0.0 

0.9 

9.0 

12.7 

18.2 

10.9 

12.7 

10.9 

7.3 

5.5 

10.9 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.5 

0% 10% 20% 30% 40%

育児休業制度

時間単位で取得できる年次有給休暇

半日単位で取得できる年次有給休暇

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

勤務先における託児制度

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

テレワーク

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、嶺北広域圏、幡多広域圏では「育児休業制度」が、安芸広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域

圏では「時間単位で取得できる年次有給休暇」が、南国・香美広域圏では「半日単位取得できる年次

有給休暇」が、高吾北広域圏では同率で「育児休業制度」と「時間単位で取得できる年次有給休暇」

と「半日単位で取得できる年次有給休暇」と「フレックスタイムや短時間勤務、勤務シフトによる調

整」と「テレワーク」が最も高くなっている。 

≪広域市町村圏別≫ 

 

25.1 

13.6 

15.8 

12.2 

10.8 

7.9 

5.7 

29.4 

32.4 

14.7 

23.5 

14.7 

8.8 

8.8 

18.1 

19.3 

20.5 

8.4 

6.0 

4.8 

4.8 

40.0 

0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 

27.5 

37.5 

15.0 

10.0 

7.5 

10.0 

2.5 

9.1 

9.1 

9.1 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

25.6 

37.2 

16.3 

27.9 

11.6 

2.3 

0.0 

28.6 

19.0 

9.5 

14.3 

11.9 

2.4 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

育児休業制度

時間単位で取得できる年次有給休暇

半日単位で取得できる年次有給休暇

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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3.6 

3.2 

2.2 

0.4 

0.4 

0.4 

12.2 

0.0 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.8 

4.8 

4.8 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

15.7 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

20.0 

2.5 

2.5 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

18.2 

4.7 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.7 

7.1 

0.0 

4.8 

2.4 

0.0 

0.0 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

勤務先における託児制度

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

テレワーク

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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  「育児休業制度」が 43.0％と最も高く、次いで「家族の看護休暇（子どもの病気やけが等）」が

35.2％、「育児を目的とした休暇（年次有給休暇とは別の有給休暇）」が 32.7％と続いている。 

 

 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

43.0 

35.2 

32.7 

23.6 

19.4 

14.6 

12.5 

10.5 

9.8 

3.0 

2.6 

2.2 

2.2 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

育児休業制度

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

時間単位で取得できる年次有給休暇

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

勤務先における託児制度

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

半日単位で取得できる年次有給休暇

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

テレワーク

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

その他

問 22 働きながら子育てしやすい職場環境づくりのために、あなたの職場に必要であると思う制度、

仕組みは何だと思いますか。あなたの考えに近いものをお選びください。（３つまで○印） 
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【性別】 

 男女ともに「育児休業制度」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

 

39.7 

31.1 

37.3 

20.6 

21.5 

13.4 

12.0 

11.0 

12.9 

2.4 

2.4 

3.3 

2.4 

4.3 

45.3 

38.3 

29.8 

25.5 

18.2 

15.5 

13.1 

10.0 

7.9 

3.3 

2.7 

1.5 

2.1 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

育児休業制度

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

時間単位で取得できる年次有給休暇

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

勤務先における託児制度

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

半日単位で取得できる年次有給休暇

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

テレワーク

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

その他

男性

女性

その他
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【年代別】 

 すべての年代で「育児休業制度」が最も高くなっている。 

 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

53.5 

40.6 

37.6 

21.8 

17.8 

13.9 

13.9 

10.9 

5.0 

4.0 

2.0 

1.0 

4.0 

4.0 

48.3 

35.8 

30.8 

20.8 

15.8 

15.8 

8.3 

14.2 

13.3 

3.3 

4.2 

4.2 

1.7 

5.8 

38.1 

36.1 

30.3 

29.0 

21.3 

16.8 

14.2 

9.0 

10.3 

3.2 

2.6 

2.6 

1.9 

3.9 

36.0 

27.0 

33.3 

20.7 

19.8 

12.6 

10.8 

9.9 

9.9 

0.9 

0.9 

1.8 

0.9 

2.7 

40.0 

38.2 

32.7 

23.6 

23.6 

10.9 

18.2 

7.3 

9.1 

3.6 

3.6 

0.0 

3.6 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

育児休業制度

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

時間単位で取得できる年次有給休暇

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

勤務先における託児制度

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

半日単位で取得できる年次有給休暇

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

テレワーク

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高吾北広域圏を除くすべての広域市町村圏では「育児休業制度」が、高吾北広域圏では「家族の看

護休暇（子どもの病気やけが等）」が最も高くなっている。 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

 

39.8 

33.0 

32.3 

21.9 

19.7 

14.3 

12.2 

47.1 

35.3 

32.4 

26.5 

17.6 

17.6 

14.7 

39.8 

38.6 

32.5 

21.7 

25.3 

18.1 

15.7 

80.0 

40.0 

40.0 

20.0 

20.0 

0.0 

40.0 

50.0 

32.5 

42.5 

20.0 

17.5 

7.5 

5.0 

45.5 

54.5 

27.3 

18.2 

18.2 

27.3 

18.2 

46.5 

44.2 

32.6 

37.2 

18.6 

14.0 

14.0 

52.4 

28.6 

28.6 

26.2 

9.5 

14.3 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

育児休業制度

家族の看護休暇（子どもの病気やけ

が等）

育児を目的とした休暇（年次有給休

暇とは別の有給休暇）

時間単位で取得できる年次有給休暇

フレックスタイムや短時間勤務、勤

務シフトによる調整

勤務先における託児制度

復職制度（育児のためいったん退職

した社員が、復職できる制度）

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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11.1 

10.8 

3.9 

2.2 

2.5 

1.4 

4.3 

5.9 

5.9 

0.0 

0.0 

2.9 

5.9 

11.8 

12.0 

6.0 

1.2 

3.6 

2.4 

2.4 

2.4 

20.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

15.0 

2.5 

2.5 

2.5 

2.5 

0.0 

18.2 

18.2 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

9.3 

7.0 

4.7 

2.3 

0.0 

2.3 

2.3 

11.9 

4.8 

2.4 

7.1 

2.4 

0.0 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

半日単位で取得できる年次有給休暇

管理職からの声かけ（育児休業取得

のすすめ等）や個別面談(相談対応)

育休中の情報提供や仕事に復帰する

ための研修

社内の妊娠・出産経験のある人や育

児休業を取得した経験のある人との

交流の場

テレワーク

職場内の相談窓口や相談担当者の設

置

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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 「制度の創設に向けた支援（時間単位で取得できる年次有給休暇制度等の導入支援等）」が 45.1％と

最も高く、次いで「働き方改革の推進（長時間労働の是正等）」が 38.8％、「トップの意識改革（管理

職を対象とした意識醸成セミナー等）」が 38.0％と続いている。 

 

 

≪ 総 合 ≫ 

 

 

45.1 

38.8 

38.0 

32.1 

20.2 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度の創設に向けた支援（時間

単位で取得できる年次有給休暇

制度等の導入支援等）

働き方改革の推進（長時間労働

の是正 等）

トップの意識改革(管理職を対

象とした意識醸成セミナー 等)

職場の雰囲気づくりへの支援

（従業員等を対象とした子育て

に関する講座の開催支援等）

情報の提供（育児休業等の制度

案内や企業の優良な取組事例を

掲載したパンフの送付等）

その他

問 23 働きながら子育てしやすい職場環境づくりのために、あなたの職場に必要であると思う県の

施策（支援）は何だと思いますか。あなたの考えに近いものをお選びください。 

 （あてはまるもの全てに○印） 
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【性別】 

 男女ともに「制度の創設に向けた支援（時間単位で取得できる年次有給休暇制度等の導入支援等）」

が最も高くなっている。 

 

 

 

≪ 性 別 ≫ 

 

41.5 

37.7 

36.6 

30.1 

17.9 

5.1 

47.7 

39.7 

39.3 

34.2 

22.1 

5.2 

0.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度の創設に向けた支援（時間

単位で取得できる年次有給休暇

制度等の導入支援等）

働き方改革の推進（長時間労働

の是正 等）

トップの意識改革(管理職を対

象とした意識醸成セミナー 等)

職場の雰囲気づくりへの支援

（従業員等を対象とした子育て

に関する講座の開催支援等）

情報の提供（育児休業等の制度

案内や企業の優良な取組事例を

掲載したパンフの送付等）

その他

男性

女性

その他
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【年代別】 

 20 歳代以下、30 歳代、50 歳代、60 歳代以上では「制度の創設に向けた支援（時間単位で取得でき

る年次有給休暇制度等の導入支援等）」が、40歳代では「トップの意識改革（管理職を対象とした意識

醸成セミナー等）」が最も高くなっている。 

 

 

≪ 年 代 別 ≫ 

 

 

48.0 

40.1 

36.2 

42.9 

21.5 

6.2 

48.8 

41.6 

44.6 

33.1 

25.3 

3.0 

41.6 

41.6 

42.1 

30.6 

20.6 

8.1 

47.7 

39.0 

33.1 

29.1 

18.6 

3.5 

40.2 

31.3 

33.5 

25.1 

15.1 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度の創設に向けた支援（時間

単位で取得できる年次有給休暇

制度等の導入支援等）

働き方改革の推進（長時間労働

の是正 等）

トップの意識改革(管理職を対

象とした意識醸成セミナー 等)

職場の雰囲気づくりへの支援

（従業員等を対象とした子育て

に関する講座の開催支援等）

情報の提供（育児休業等の制度

案内や企業の優良な取組事例を

掲載したパンフの送付等）

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上
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【広域市町村圏別】 

 高知市、南国・香美広域圏、嶺北広域圏、仁淀川広域圏、高幡広域圏では「制度の創設に向けた支

援（時間単位で取得できる年次有給休暇制度等の導入支援等）」が、安芸広域圏では同率で「制度創設

に向けた支援（時間単位で取得できる年次有給休暇制度等の導入支援等）」と「働き方改革の推進（長

時間労働の是正等）」が、高吾北広域圏では「トップの意識改革（管理職を対象とした意識醸成セミナ

ー等）」が、幡多広域圏では職場の雰囲気づくりへの支援（従業員等を対象とした子育てに関する講座

の開催支援等）」が最も高くなっている。 

 

≪広域市町村圏別≫ 

 

45.3 

39.6 

39.2 

30.3 

19.1 

4.9 

36.9 

36.9 

27.7 

27.7 

27.7 

4.6 

48.0 

36.2 

40.9 

29.1 

21.3 

3.1 

50.0 

30.0 

20.0 

40.0 

20.0 

10.0 

50.8 

40.7 

42.4 

37.3 

18.6 

8.5 

43.8 

43.8 

50.0 

37.5 

25.0 

12.5 

44.6 

36.5 

31.1 

36.5 

9.5 

4.1 

40.0 

38.7 

37.3 

42.7 

29.3 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度の創設に向けた支援（時間

単位で取得できる年次有給休暇

制度等の導入支援等）

働き方改革の推進（長時間労働

の是正 等）

トップの意識改革(管理職を対

象とした意識醸成セミナー 等)

職場の雰囲気づくりへの支援

（従業員等を対象とした子育て

に関する講座の開催支援等）

情報の提供（育児休業等の制度

案内や企業の優良な取組事例を

掲載したパンフの送付等）

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏
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